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製品等の名称 間伐材を利用した木のホワイトボード「きえすぎくん」 

製品・取組 

の概要 

森林整備活性化と多くの方に木のぬくもりに触れていただくために、杉を、自社の独自開発技術 

を活用し商品化したホワイトボード。 

一般のホワイトボード同様にボードマーカーで書いたり消したりすることができます。 

製品開発・取組の 

きっかけ 

木質化が進んでいる保育園・幼稚園・オフィスや商業施設などに置かれている従来のホワイトボ

ードは無機質な感じがして空間に違和感がある。木でできたホワイトボードを 2016 東京ビジネ

スデザインアワードでデザイナーが提案したことがきっかけ。 

製品・取組の 

内容・特徴 

マーカーで書いた文字がはっきり見えるようにするため、杉の白い部分を使用しています。一般 

のホワイトボード（鉄製）と同等かそれ以上の書き消しを実現しました。全国に普及できるよう

に地産地消と絡めてPRしています。 

間伐材の利用量 
間伐材の供給先：全国森林組合連合会、ウッディコイケ、大河原木材（株） 

間伐材マーク 本年度取得 

取組による効果等 
2018年3月23日 TV東京トレたまで紹介された。 

2018年7月より15cmタイプを東急ハンズで販売 

製品等の写真、図表 

 

 

連絡先等 

(住  所)   〒136-0082 東京都江東区新木場2-5-3 

(担当部署等) 木製インテリア事業部 

(電話番号等) TEL：03-3521-8701    FAX：03-3521-8708 

(ＵＲＬ)   http://www.woody-art-hosoda.co.jp/ 

 

  

 

 

 

 

写真１ 

 

 

 

 

写真２ 

家庭用に15cm角にした「きえすぎくん」 パネルサイズ1800x900 



 

 

評価コメント 

○ ホワイトボードというアイデアが斬新。学校生活においてホワイトボードは教室の

象徴。小さなころから毎日間伐材に触れられる点も良い。 

○ 通常のオフィスアイテムを置き換えることで、普及が見込める点。室内環境の中で

アピール性が高い。 

○ 軽くて移動可能で、サイズも各種あり、教育現場のみならず、公共・公益・民間施

設などで活用できるので、今後の広がりが期待される。 


